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電子マニュアルの構造を利用した文書評価メトリクス
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1 はじめに
近年3社会におけるソフトウェアの重要性が認識
されてきている.それに伴い 7ソフトウェアの開発・
利用を容易に行うために高品質なマニュアノレが必要
とされている 一方，効率のよい情報の保存と配布
を行うために，様々な局面で，文惑を電子化する動
きが急速に広がっている，
これまでに1文献[2]において.電子マニュアルの
構造の良さを定金的に評価することを目的としたメ
トリクスが提案されている しかし，提案されている
メトリクスでは，統計的手法に基づいて文書芸構造評
価メトリクスを定義しているため，大量のサンプル
データに対して統計的分析を行う必要がある.
そこで，本研究では，統計約分析やその後のメト
リクス算出を行うために， HTMLマニュアノレを対象
にした評価メトリクス計測ツールを試作して，実際
の HTMLマニュアノレから算出される計測伎に対す
る分析を行った.
その結果，各計ìj!~項自について異常な値を示した
文書は構造的な欠陥を持っていること 3すなわち各
計測項目が文芸書構造の評価に有用であることが確認
できた
2 構造化文書
本節では司文献[2]において定義されている構造化
文芸書とその構成要素の概略を述べる
構造化文書とは7学術論文，マニュアルのように，
意識して文書事構造を作成し，それを明示した文護で
ある.構造化文警は?基本的構成要素であるモジュー
ル?情報ブロックと 1構成要素関の関係、を表す階層 1
参照から成り立っている [3].
モジュールとは構造化文書の基本的構成主喜楽であ
り、一般の文芸書でいう主主や節に相当するものである.
HTMLマニュアルにおいては宅モジューノレは見出し
タグ ((H1)，…， (H6))によって分割可能な一連の情
報と定義する
各モジューノレ内は情報ブロックと呼ばれるさらに
細かな情報震の単位で健造化される.ここでは，段
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落タグ ((P))により記述された段落を情報ブ、ロック
と定義する.
階j冒とは，モジュール関の上下総係を示すもので
ある.HTMLマニュア/レにおける階層は次の二つの
パターンで定義される.一つ自は間一ファイノレ間の
モジュールの階層関係で，見出しタグ((Hn):nは1
から 6の整数)の大小(整数nの大小)によって表さ
れるものとする.もう一つは複数のファイル間のモ
ジュー ノレの階層関係で， ファイノレ間のリンクによっ
て表されるものとする.
また，文芸喜には階層関係、以外のモジューノレ間の関
係を示すものとして，参照が存在する.HTMLに
おける参熊はジンクによって表される.
3 構造評価手法
文献[2]では，構造化文芸撃を評価するための基準と
して以下の 8備をあげている
(1)モジューノレのサイズは 1ウインドウ程度
(2)各モジューノレのサイズは均等
(3)モジュールは複数の情報ブロックから構成
(4)モジューノレが構成する階層は基本的に3階層に
する
(5)各モジュールの子供は適切な数にする
(6) 1ファイルに記述されるのは 1モジュール
(7) 1モジュールにつき 1つのページ内参照リンク
(8)関連のあるモジューノレ向にはページ外参照リン
クをはる
本研究では，これら評価基準を定量的に評価する
ために.次のような作業を行なった.
(1 )サンプルデータの収集
(2)評価基準を定量的に評価するための計測項目の
定義
(3)データ計測および統計的手法を汚いた項目数の
絞り込み
(4)異常な値を示したファイノレの抽出
(5)抽出されたファイルの分析
まず.サンプルとして 1 -.1 2 倒の HT~IL ドキュメ
ントを検索サイトを用いて集めた次に，評価基準を
元に定めた 13 倒の計ì!!~項目を計測するツールを作
成し，計測を行ったそののち，主成分分析 [1]を用
いて余分な計測項目を削除した結果として 1以下の
9項目について分析を行った
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計調j凌呂 平均 擦準偏差
DoH 3.218309859 2.312826392 
SL 0.795467616 0.9378i7775 
IaRL l.546763111 2.583110566 
IrRL 4.539997172 5.865490262 
L/:.Yl一主vs 3049.499294 17241.46901 
L/j¥LSD 1189.18-1811 2584.57701 
L/2ILRSD 1.13093818 0.737258368 
IB/1vL¥¥'g 27.71743483 209.9704552 
IB/ivLSD 7.413351076 16.4234133 
IB/:.vLRSD 1.311888054 1.228550273 
C/lvLAvg 9.980392604 20.86888555 
C/ivLSD 8.382458725 15.30438072 
C/:.YLRSD 0.879385607 0.714265478 
L/F.Avg 13508.47483 62830.35277 
~'I/F..Avg 12.56327214 29.2199919 
表1:各計測項目の平均，標準偏差
(1 )階層の深さ (DoH)
(2)構造リンク数 (SL)
(3)ページ内参照リンク数 (IaRL)
(4)ページ外参照リンク数(IrRL)
(5)文字数/モジュール (L/M)
(6)情報ブ、ロックの数/モジュール (IB/M)
(7)子供の数/モジュール (C/M)
(8)文字数/ファイル・平均 (L/Fムvg)
(9)モジュール数/ファイノレ:平均 (M/F-"屯vg)
文字数/モジュール，情報ブロック数/モジュール，
子供の数/モジュールについては，平均 (Avg)，標準
偏差 (SD)，変動係数 (RSD)についてそれぞれ計測
する.
本研究では土2σ 以上の偏伎を異常とした.これ
は，構造的な欠陥がない文書ならば全体の平均から
それほど離れた値を示すことはないだろう，という
仮定に基づいている
各項目の平均，標準備差を表 1に，関値と異常な値
をとったマニュアルの数を表2に示すこのように
様々なマニュアルが異常な値を示すものとして検出
された.異常が検出されたマニュアルの累計は 76伺
であるが，重複を取り除くと 48倒となった.
これら異常な値を示したマニュアルを調室ましたと
ころ1複数のファイノレに分割するべきであると思わ
れるマニュアルや.リンク構造が木構造ではなく直
線的につながっている部分があったり?何らかの構
造上の不主主合が確認できた.
4 考察
「階層の深さjや「文字数/モジュール・平均」な
どほとんどの計測項目において，構造に問題のある
マニュアノレが異常な値を示していた.これらのこと
!町司自岡崎町同
計測攻問 関依 文書数
DoH 8 δ -
SL つ“・マ守つM 4 
IaRL 6.92 9 
IrRL 16.2 11 
L/j¥LT.vg ，12394 '制〉
L/IYLSD 7661 3 
L/j¥LRSD 2.68 3 
IB/i-L主vg 476 2 
IB/M_SD 43.0 7 
IB/:.YLRSD 4.12 4 
C/M.Avg 71.5 4 
C/lvLSD 42.7 7 
C/1LRSD 2.37 自
L/F.Avg 185366 3 
M/F_A.vg 78 3 
表 2:各計測項目の異常ln直とそれを越える文書蓄の数
から;上記計測項自が構造に欠陥のあるマニュアル
の検出に役立つと思われる.
しかしページタト参照リンク数」では読み手の佼
宜のために各モジュールにリンクをつけているだけ
で，構造的欠陥を抱えているとはいえないマニュア
ノレが異常値そ示した.この項目については?平均よ
りかけはなれた値を持つマニュアルは構成上問題が
あるという最初の仮定があてはまらないものと思わ
れる
5 まとめ
評価基準に基づいて計測項目を定義し 3言十測を行
なうツーノレを作成した.また，多数の HTMLマニュ
アルに対して各項目の計測と分析を行ったその結
果，一部項目を除いて，各計測僚において平均から後
端に離れた値を示した文書はなんらかの構造的欠陥
をかかえていることがわかった これにより.各計
測項目は文書主構造の品質評価に有用であると考えら
れる
今後の課題としては， HTML以外の構造化文君主
フォ-7';1ト1特に XMLへの対応が考えられる.
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